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【７】 ごあいさつ

佐世保市長　朝長　則男

　これからの社会においては、私たち行政のサービスに加えて、住み慣れた地域の中で市民一人

ひとりが互いに支え合う「地域福祉」を進めることが大切です。

　この地域福祉活動計画は、それぞれの実状に合った地域福祉を進めるために、地域の皆さんが

主体となって策定されたものです。その内容には、住民座談会「地域福祉“お茶の間トーク”」

などを通じた、地域の皆さんの意見が色濃く反映されています。

　この冊子を通じて、ご自分が住んでいる地域についての理解をさらに深め、今後取り組むべき

内容を共有していただくことで、より良い地域づくりが進んでいくことを期待しております。

　行政としましても、地域の皆さんによる取り組みへのサポートを行いながら、地域の皆さんと

一体となって地域福祉の実現に努めてまいります。

　終わりに、この計画を策定するにあたりご協力いただきました福祉対策推進協議会をはじめ関

係者の皆さまに、心からお礼を申し上げます。

佐世保市社会福祉協議会　会長　大渕　久美

　この度、ここ清水地区において、清水地区地域福祉活動計画『誰もが住みやすく共に生きるまち

～清く明るい地域をめざして～』が策定されましたことに、心からお慶び申し上げます。

　この計画は、地域の様々な生活課題を解決するために、地域の皆さんにできることはないかを考

えていただいた「地域福祉“お茶の間トーク”」での意見に加え、まちの歴史や自慢など地域性豊

かな内容で構成されています。

　私たち佐世保市社会福祉協議会にとっても大変意義のある計画であり、地域の中で支え合い、安

心して暮らせるまちづくりに向けた皆さんの活動を支援させていただくと共に、職員自らも皆さん

と一緒になって取り組み、地域福祉推進の担い手である社会福祉協議会の役割を果たさなければな

らないと感じております。

　最後になりましたが、計画策定にあたりまして、多大なご尽力をいただきました福祉対策推進協

議会をはじめ、地域の皆様に対しまして、厚くお礼を申し上げます。






